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担当課 担当課評価理由 課題と今後の方向（改善案）
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がん

健康づくり課
（市民健診推進係） A 計画通り

　　出来た 1

1
健康づくり課
（健康増進係） B 概ね計画通り

出来た 2

・計画していた事業は全て実施することができた。 ・事業は引き続き継続して実施する。

「健康フェア」参加者数での実施者数が昨年度より57人少なかった。
講演会など利用したことで、がん検診受診及び乳がん自己検診を啓発する場が増やせ
た。

・市民が多く参加するイベントや健康教育の場を活用することで、がん検診受診及び乳がん自
己検診のさらなる啓発の場を増やしていく。

循環
器疾
患・
糖尿
病

健康づくり課
（市民健診推進係） A 計画通り

出来た 3

5

1
健康づくり課
（健康増進係） A 計画通り

出来た 4

健康保険課 B 概ね計画通り
出来た

・第２期データヘルス計画に沿って、効果・効率的な事業の展開に努め、予定していた
事業の目標はおおむね達成できた。

・事業は引き続き継続して実施する。

・各事業とも、次年度も継続して実施する。
・健康相談の利用者が減少傾向のため、健康相談の周知のポスター・チラシを再度作成し配布
する。
・ホームページを充実させる。また健康教育の機会に生活習慣病予防について周知していく。
・各コミュニティセンターでのヘルスメイトの活動回数を増やし、市民に活動内容を知ってもらう。

・既存の事業については、引き続き継続して実施する。
・肥満の割合が高いという課題に対して、チラシの配布や講演会の開催など、肥満防止に向け
た対策を進めていきたい。

・計画していた事業は全て実施することができた。

・すこやかんで実施するスマートダイエット教室の実施方法などを保健所実施時と同様
にしたことでスムーズな移行ができた。
・病態別栄養教室を調理実習から、講義形式に変更したことで、対象者がより各病態の
概要及び食事の内容を理解しやすくなるとともに参加人数も増加した。

健康
づくり

を
目的
とし
た

ネット
ワー
ク

健康づくり課
（健康増進係） B 概ね計画通り

出来た 6

1地域コミュニティ支
援課・各行政セン
ター

B 概ね計画通り
出来た 9

・イベント型ラジオ体操講座の終了等事業の縮小により、ラジオ体操活動グループ登録の周知
手段が限られてくる。健康づくり課の教室で呼びかけるなど、こまめな周知を呼びかけたい。
・ヘルスメイト養成講座修了者が新規会員として入会するが、現会員の退会も多いため、ヘル
スメイトと相談しながら、活動しやすい会の運営を目指す。(H30年会員56人　H31年会員63人)

・各事業共に、引き続き継続して実施する。

・各事業は引き続き継続して行う。

・参加者アンケートにおいて、高い評価を得ており、地域の健康増進の一助となっていると考え
られる。
・今後も引き続き事業を実施していきたい。

・社会教育・生涯学習の観点で講座を実施していることから、参加者のさらに深く学びたい、もっ
と幅広く知りたいという意識や意欲を醸成させていくことが重要と考える。市民大学に限らず
様々な施設等で実施している健康関連の講座の情報を収集し、それを参加者に提供していくこ
とが次の学びや活動につなげていくことになると考えており、そうした工夫を重ねていく。

・より良い測定を目指し、測定員の質を向上させるため、研修に参加する人数が増えるように呼
びかけを行う。

スポーツ
　　振興課 A 計画通り

出来た 11

・サポーター養成講座の開催により、サポーター９０人が新たに登録、ラジオ体操活動
グループは新たにを７か所登録があった。
・ヘルスメイト養成講座は予定通り全ての回数を終了した。修了者からの入会者が多
かったが、年齢や家庭の問題で現会員の退会者も多い。

・地域型の教室については、実施回数、人数共に計画に満たない事業もあったが、概ね
例年通り無事に実施する事ができた。

・各種教室は、予定回数を実施することができた。
地域依頼の健康教育もほぼ例年の同様に依頼があり実施できた。

・予定していた計画はすべて実行することができた。

高齢福祉課 B 概ね計画通り
出来た 7

こども健康課 B 概ね計画通り
出来た 8

生涯学習課 A 計画通り
出来た 10

食育

保育課 B 概ね計画通り
出来た 12
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高齢福祉課 B 概ね計画通り
出来た 15

計画通り
出来た 19

・予定していた計画はすべて実施したが、荒天のため中止になった事業もあった。

・予定していた計画はすべて実施することができた。

・より園の行事と連動して取り組んでいく

・各事業は引き続き継続して実施する。

・各事業は継続して実施。
・参加者が少ない教室についてはチラシ等で周知を行う。

・参加人数の少なかった事業については、実施内容および日数等の見直しを行った。

・市立学校食育担当者会（年２回実施）において、栄養教諭による食に関する指導の実践報告
を行う場を設定する。
・中学校完全給食実施に向けて、中学校における給食指導の在り方や教職員向け研修会の実
施、情報発信等について検討を行う。（中学校完全給食課題対策ワーキングチームの定期開
催）
・各事業は引き続き継続して実施する。
・各事業とも周知等を行い、さらに参加者を増やすよう努めたい。

・園児にとって身近な題材をテーマにした取り組みができた

・乳幼児健診、相談、訪問、各種教室において共食や食育に関する情報の提供や食べ
方の啓発ができた。
・予定していた事業はすべて実施することが出来た。
・6月には市役所展示コーナーにて初めて食育に関する展示を行い、普及啓発を行っ
た。
・「よこすかE表示」登録件数は目標値の90％を超えている。
・参加者の少ない事業もあったが、予定していた計画は全て実施することができた。
・ふれあい地域健康教室は、予定を大幅に上回る結果となった。

生活衛生課 A 計画通り
出来た 17

農業水産課 B 概ね計画通り
出来た 18

資源循環
　　推進課 A

・親子酪農体験は、平成31年度以降、企画内容を見直していく予定である。

・当課でのポスター作製の予算が削られたため他の啓発方法の検討が必要

こども健康課 B 概ね計画通り
出来た 13

健康づくり課
（健康増進係） A 計画通り

出来た 14

保健体育課 B 概ね計画通り
出来た 16

・計画中の事業について、目標値に達しなかった事業もあったが、予定通り概ね実施す
ることができた。

高齢福祉課 B 概ね計画通り
出来た 23

保健体育課 B 概ね計画通り
出来た 24

より園の行事と連動して取り組んでいく

各事業を引き続き継続して実施する。

・各事業については引き続き実施予定。
・健康教室の依頼は新規グループの開拓を務めたい。

・参加人数の少ない事業については、実施内容および日数等の見直しを行った。

身体
活
動・
運動

健康づくり課
（健康増進係） B 概ね計画通

り出来た 25

27

栄
養・
食生
活
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・園児にとって身近な題材をテーマにした取り組みができた

・各事業においてバランスよく3食食べることの知識の普及啓発をすることができた。

・地域・職域からの健康教室（調理実習のみ）依頼が予定より少なかったため。

・参加者の少ない事業もあったが、予定していた計画は全て実施することができた。
・ふれあい地域健康教室は、予定を大幅に上回る結果となった。

・計画中の事業について、目標値に達しなかった事業もあったが、予定通り概ね実施す
ることができた。

こども健康課 B 概ね計画通り
出来た 21

健康づくり課
（健康増進係） B 概ね計画通り

出来た 22

保育課 B 概ね計画通り
出来た

スポーツ
　　振興課 A 計画通り

出来た 26

高齢福祉課 B 概ね計画通り
出来た

高齢福祉課 B 概ね計画通り
出来た 29

計画通りできたため。

・予定していた計画は全て実施することができた。
・関節らくらく教室と骨密度アップ教室は、毎回定員を大きく上回る応募があり、抽選を
行っている。

・これまでの中央地区繁華街での巡回指導での未成年喫煙者への声掛けとともに、公用車に
よる市内各地区への巡回指導の強化。

・新学習指導要領（小学校は平成32年度から、中学校は平成33年度から全面実施）に基づく学
習活動の充実を図る。
（参考）薬物乱用防止教育に係る予算措置の拡充を求める。（小学校46校、中学校23校分）

・各事業を引き続き継続して実施する。

休養・
こころ
の健康

健康づくり課
（こころの健康係） B 概ね計画通り

出来た 28
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喫煙

健康づくり課
（健康増進係） B 概ね計画通り

出来た 30
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こども健康課 B 概ね計画通り
出来た 33

・参加者の少ない事業もあったが、予定していた計画はすべて実施することができた。

・参加人数は少なかったが、予定通り実施することができた。
・参加人数については、広報等に掲載するだけでなく、チラシを配布するなど積極的に
集客を行った。

飲酒

健康づくり課
（健康増進係） B 概ね計画通り

出来た 34

3

こども健康課 B 概ね計画通り
出来た 37

3

・各事業を継続していく。集団フッ化物洗口をはじめライフステージに応じたフッ化物応用とオー
ラルフレイル予防の周知を図る。

・引き続き継続して実施する。
・のみこみらくらく教室は、実施内容および日数等の見直しを行った。

こども青少年
　　支援課 B 概ね計画通り

出来た 35

保健体育課 A 計画通り
出来た 36

・青少年健全育成協力店向けに青少年非行の概要や青少年の健全育成に関する非行
防止講座を実施する等、青少年健全育成啓発活動を行った。

・計画中の事業について、予定通り実施することができた。

・妊娠、授乳期の飲酒の害について普及啓発ができた。

高齢福祉課 B 概ね計画通り
出来た 39

・予定していた計画についてはすべて実施できた。

・参加人数の少ない事業もあったが、予定していた計画は全て実施することができた。

・新学習指導要領（小学校は平成32年度から、中学校は平成33年度から全面実施）に基づく学
習活動の充実を図る。
（参考）薬物乱用防止教育に係る予算措置の拡充を求める。（小学校46校、中学校23校分）

・周産期支援事業を引き続き継続して実施する。

・青少年健全育成協力店の開拓に当たり、飲食店、小売業者等に対して未成年者への酒類の
提供や販売を行わない事への申し入れと非行防止講座において、未成年者の飲酒の影響に
関する内容を盛り込む。

歯・
口腔の
健康

健康づくり課
（歯科保健係） B 概ね計画通り

出来た 38

・今後も継続して学校施設の開放奨励事業を行う。体育会館の営繕工事は老朽化に合わせて
予定通り行う。
・ラジオ体操カード・精勤賞状の配布、スポーツ教室を継続して行う。

・関節らくらく教室は、同じ内容を12会場で実施していたが、「基礎コース」6会場と「ステップアッ
プコース」6会場に変更した。

・各事業は引き続き継続して実施する。
・自殺対策を計画どおり実施できるよう、進行管理に努めたい。

・引き続き継続実施する。
・健康長寿のDVD等により、うつ予防の大切さについて普及啓発を行う。

・講演会、健康教育では飲酒も取り上げて実施することができたが、啓発・情報発信に
ついては積極的でなかった。

・情報発信を計画的に実施する。

こども青少年
　　支援課 B 概ね計画通り

出来た 31

保健体育課 A 計画通り
出来た 32

・H30年度卒煙教室受講者の禁煙成功率は、前年度同様に6割であったので、卒煙教室
を実施することに意義があったと評価する。
・市立図書館のパネル展示し来館者への受動喫煙防止対策に向けた準備として、来館
者への受動喫煙防止啓発ができた。

・全体件数の減少はあるが、喫煙については一定数の割合はあり、特に高校生年齢で
の喫煙での指導件数の減少幅が少なく、特に喫煙に関する指導を積極的に行った結果
と言える。

・計画中の事業について、予定通り実施することができた。

・妊娠・出産の機会を捉え、喫煙や受動喫煙の害について知識の普及をすることができ
た。

・健康増進法の改正にともない受動喫煙防止（2020年4月の全面施行）に向けた取り組みをして
いく。

コメント欄

・予定していた計画はすべて実施することができた。

・市立学校食育担当者会（年２回実施）において、栄養教諭による食に関する指導の実践報告
を行う場を設定する。
・中学校完全給食実施に向けて、中学校における給食指導の在り方や教職員向け研修会の実
施、情報発信等について検討を行う。（中学校完全給食課題対策ワーキングチームの定期開
催）

・イベント型のラジオ体操講座は地域のグループ活動に結びつきにくいため、方針を転換する。
運動の教室で、直接呼びかけ、ラジオ体操や、グループ活動の良さを伝えていくとともに、ウ
オーキングや身体活動の増加についても啓発していく。

・観光型ラジオ体操講座は主催部署の方針で産業まつりへの参加がかなわなかった。
・地域イベント型ラジオ体操は希望するイベント日が重なり、引き受けられなかった事、
台風の接近でイベントが中止になったため、6回の開催にとどまった。ウオーキング協会
との健康教育は計画通り行えた。
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・計画に即し、様々な健康づくりに関する講座を地域の教育機関などの協力を得なが
ら、着実に実施した。

・計画通りに事業を実施したため。

横須賀市健康増進計画・

食育推進計画専門部会 資料１

令和元年(2019年)８月１日（木）


